
故
緒
方
富
雄
先
生
（
一
九
○
一
’
八
九
）
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
側
面
と
し
て
、
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
若
干
紹

介
し
て
拳
た
い
。
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
眼
科
医
、
ラ
ザ
ル
ス
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ

（
一
八
五
九
’
一
九
一
七
）
が
一
八
八
七
年
に
発
表
し
た
人
工
国
際
語
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
日
本
に
お
け
る
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
医
学
文
献
目
録
』
（
以
下
、
『
目
録
』
と
略
す
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
緒
方
先
生
の
文
献
を
記
す
。

（
一
）

「
五
細
菌
学
・
寄
生
虫
学
・
衛
生
学
」
の
項
に
は
、
次
の
二
篇
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
目
録
』
に
は
和
文
表
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
原
典
で
確
認
し
た
。

二
緒
方
知
三
郎
・
緒
方
富
雄
甲
ご
釦
冨
ご
且
茸
且
具
旦
号
冨
ロ
。
日
昌
含
凰
旦
匙
厨
昌
ぐ
①
『
且
胃
萬
日
日
呉
号
冒
国
園
一
息

ご
①
目
且
号
日
切
旨
昌
翅
ぐ
。
寺
且
○
「
発
育
期
に
あ
る
寄
生
蠕
墨
の
仔
墨
に
附
せ
ら
れ
た
名
稽
の
澤
語
に
つ
い
て
」
『
書
事
新
聞
』
一
三
一
二

一
緒
方
知
三
郎
・
緒
方
富
雄
ロ
目
巨
胃
呂
○
口
◎
胃
昌
画
さ
目
冒
昌
。
宍
旦
巨
ご
臣
①
。
貴
○
号
荷
冨
目
皇
胃
昌
騨
言
。
冒
昌
号
冨
３
眉
目
●
Ｂ

マ
マ
（
注
）

ぐ
①
『
ｇ
旦
弄
且
旨
冒
。
旨
。
目
８
号
藍
脚
蔚
『
冒
旨
＆
一
息
艮
一
亙
哩
駒
骨
国
昌
胃
爲
且
。
胃
ご
騨
冒
目
旦
冒
⑦
且
（
冒
昌
の
汀
①
日
亘
昌
）
「
寄
生
録

（
蠕
墨
類
）
の
和
名
竝
に
學
名
の
發
音
轌
嶌
に
關
す
る
一
提
案
」
（
附
、
そ
の
實
例
）
『
書
事
新
聞
』
三
三
○
号
、
二
○
九
’
二
三
八
頁
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

緒
方
富
雄
先
生
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

戸
田
情

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
二
号

平
成
二
年
四
月
三
十
日
発
行
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中
の
巻
・
下
の
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
中
表
紙
に
「
病
理
解
剖
學
總
論
（
上
）
」
、
「
病
理
解
剖
學
總
論
（
下
）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
冊
は
、

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
二
月
十
五
日
に
、
発
行
者
緒
方
知
三
郎
と
し
て
覆
刻
版
（
非
売
品
）
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
巻
末
に
は
、
「
覆

刻
版
に
そ
え
て
」
を
知
三
郎
・
富
雄
両
先
生
が
執
筆
し
て
い
る
（
初
版
、
覆
刻
版
と
も
に
、
国
会
図
書
館
所
蔵
）
。

先
ほ
ど
言
及
し
た
上
の
巻
（
一
九
二
七
）
と
中
の
巻
、
下
の
巻
に
は
、
医
学
術
語
脚
注
に
、
ラ
テ
ン
語
、
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
、
ド
イ
ツ
語
、
英

語
の
順
で
欧
文
が
入
っ
て
お
り
、
ラ
テ
ン
語
は
略
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例
示
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
七
）

比
較
病
理
學
爵
§
愚
国
司
員
も
§
昌
農
魁
豆
ぐ
①
侭
匡
。
胃
且
の
博
吾
○
さ
四
９
８
ミ
ミ
ミ
ミ
冒
琴
号
亀

（
八
）

副
腎
哩
創
懲
包
昌
凹
、
胃
胃
魁
吋
の
目
殿
屋
里
②
眉
固
司
目
罵
冨
ｇ
ｚ
３
ｇ
凰
曾
飢
邑
愚
言
ミ
曽
旦
廻
昌
員

（
九
）

青
色
症
。
冒
目
、
凰
喚
己
旨
冒
烏
負
導
目
。
ｍ
ｇ
ｅ
§
・
畠

二
○
）

琵
血
性
の
水
腫
函
曾
㈹
胃
胃
曽
命
尽
き
負
聾
固
口
冒
〕
鵯
＆
国
員
９
信
昌
曽
鳶
｝
ミ

年
）
、
南
山
堂
。

号
、
三
○
九
’
三
一
七
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

い
ず
れ
も
、
日
本
語
原
著
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
文
抄
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
篇
は
、
緒
方
富
雄
先
生
が
医
学
部
の
卒
業
試
験

の
直
前
（
一
九
二
五
年
）
よ
り
、
緒
方
知
三
郎
・
三
田
村
篇
志
郎
共
著
『
病
理
學
總
論
』
上
の
巻
（
南
山
堂
、
一
九
二
七
）
の
執
筆
に
協
力
し

（
一
一
）

て
い
た
こ
と
の
副
産
物
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
髻
事
新
聞
』
に
は
、
冒
毎
‐
堕
号
員
〕
（
冒
菅
目
旦
。
旨
①
島
。
旨
斡
）
と
い
う
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト

文
表
題
が
つ
い
て
お
り
、
一
九
二
三
年
八
月
か
ら
一
九
三
○
年
（
終
刊
）
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
原
著
論
文
に
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
文
抄
録

（
三
）
（
四
）

を
付
し
て
い
た
。
ま
た
、
医
学
士
東
宮
豊
達
著
『
書
家
用
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
濁
修
書
』
（
吐
鳳
堂
書
店
発
行
）
や
村
田
正
太
著
コ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト

（
五
）

潤
修
』
（
髻
事
新
聞
社
発
行
、
吐
鳳
堂
書
店
発
売
）
の
広
告
も
載
せ
て
い
た
。

（
一
ハ
）

『
目
録
』
の
「
一
六
術
語
集
お
よ
び
文
集
」
の
項
に
は
、
次
の
単
行
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

緒
方
知
三
郎
・
三
田
村
篇
志
郎
・
緒
方
富
雄
『
病
理
學
總
論
』
中
の
巻
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
年
）
お
よ
び
下
の
巻
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
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（
一
一
）

扁
平
上
皮
癌
ｅ
釣
局
。
旨
、
目
創
甦
四
目
。
①
冨
昏
島
匙
の
ご
型
昌
偶
量
⑯
韓
曾
寄
負
ぎ
ぎ
ｅ
冒
負
四
四
胃
ロ
呂
与
⑦
旨
の
冨
一
野
震
亀
司
。
冒
督
昏
昏
胃
倉
ミ
や
『

上
の
巻
の
「
自
序
」
に
は
、
「
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
語
の
校
訂
」
を
し
た
の
は
村
田
正
太
氏
（
前
出
）
、
ま
た
、
上
の
巻
の
「
凡
例
」
に
よ
る
と
、

ヨ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
語
‐
一
を
入
れ
た
の
は
、
一
‐
こ
の
語
の
將
来
の
有
用
を
豫
期
し
て
入
れ
て
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（
ふ
つ
う
、
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト

と
表
記
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
語
と
記
さ
れ
て
い
る
）
。

『
目
録
』
の
．
八
原
著
者
以
外
に
よ
る
抄
録
」
の
項
に
は
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
よ
う
に
『
筈
事
新
聞
』
で
の
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
文
抄
録
の
こ

（
一
一
一
）

と
が
記
さ
れ
、
抄
録
筆
者
六
名
の
う
ち
、
緒
方
富
雄
先
生
は
二
番
目
に
多
い
一
三
三
篇
を
害
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
西
成
甫
先
生
は
四
篇
で

あ
る
。
緒
方
先
生
に
よ
る
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
文
抄
録
の
付
さ
れ
た
原
著
論
文
を
、
若
干
例
示
し
て
お
く
。

一
組
織
の
反
應
に
關
す
る
實
験
的
研
究
第
三
報
細
胞
禮
内
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
研
究
、
其
の
一
、
エ
ン
ト
ァ
メ
ー
調
ハ
ー
ヒ
ス
ト

（
一
二
一
）

リ
チ
カ
園
昌
曾
冒
○
．
冨
匡
、
８
言
旨
輿
評
冨
且
甘
口
に
就
て
の
実
験
（
東
京
帝
國
大
學
尾
河
順
太
郎
）

（
一
四
）

二
打
診
上
炭
酸
瓦
斯
膨
張
胃
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
的
胃
と
の
形
態
位
置
比
較
に
就
き
て
（
慶
應
義
塾
大
學
河
合
一
郎
・
石
川
孝
壽
）

（
一
五
）

三
ニ
ー
リ
氏
腎
臓
機
能
瞼
査
法
の
臨
躰
的
債
値
に
就
て
」
（
長
崎
髻
科
大
學
井
口
四
郎
）

こ
の
う
ち
、
尾
河
論
文
と
河
合
。
石
川
論
文
に
つ
い
て
は
原
著
者
に
よ
る
抄
録
の
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
訳
で
あ
る
が
、
井
口
論
文
の
場
合
は
緒
方

先
生
執
筆
の
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
文
抄
録
で
あ
る
。

（
一
一
ハ
）

以
上
が
文
献
的
に
確
認
で
き
る
緒
方
先
生
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
小
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
初
芝
武
美
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
緒
方
富
雄
先
生

が
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
に
関
心
を
も
た
れ
た
の
は
、
緒
方
知
三
郎
先
生
の
影
響
で
あ
る
と
い
う
。

叔
父
で
あ
り
、
東
大
病
理
学
教
室
で
は
指
導
教
官
で
あ
っ
た
緒
方
知
三
郎
先
生
（
一
八
八
三
’
一
九
七
三
）
は
、
一
九
二
四
年
に
東
京
で
医

師
の
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
組
織
国
君
。
胃
画
臣
画
固
号
。
（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
会
）
の
結
成
に
参
加
し
、
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
文
の
論
文
に
、
刃
。
匡
①
日
○
胃
］

．
（
一
七
）

旨
画
く
冒
冒
旨
Ｏ
Ｎ
Ｏ
．
〕
冒
厨
旨
肖
旨
冒
＆
冒
口
画
詞
の
ぐ
口
。
〕
患
喝
延
（
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
の
問
題
）
な
ど
が
あ
る
。

ち
な
み
に
『
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
を
若
干
例
示
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
井
上
清
恒
（
生
物
学
）
、
浦
良
治
（
解
剖
学
）
、
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く
つ
な

江
上
不
二
夫
（
生
化
学
）
、
大
内
弘
（
解
剖
学
）
、
忽
那
将
愛
（
解
剖
学
）
、
佐
野
豊
（
病
理
学
）
、
高
木
和
男
（
栄
養
学
）
、
高
木
健
太
郎
（
生

理
学
）
、
田
所
作
太
郎
（
薬
理
学
）
、
中
山
知
雄
（
解
剖
学
）
、
西
成
甫
（
解
剖
学
）
、
藤
原
元
典
（
薬
学
）
、
八
木
日
出
雄
（
産
婦
人
科
学
）
、
柳

澤
文
正
（
生
化
学
）
、
山
極
三
郎
（
獣
医
病
理
学
）
、
山
添
三
郎
（
生
化
学
）
。
こ
の
中
で
、
少
な
く
と
も
浦
、
江
上
、
田
所
、
中
山
、
西
、
八

木
、
山
添
各
先
生
は
終
生
も
し
く
は
現
在
も
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
界
で
活
躍
し
て
い
る
。

（
一
八
）

西
成
甫
先
生
（
一
八
八
五
’
一
九
七
八
）
は
、
多
く
の
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
文
の
学
会
誌
論
文
の
他
に
、
啓
蒙
書
ｚ
旨
屍
。
ｇ
ｏ
（
人
間
の
か
ら

だ
）
や
、
夏
目
漱
石
『
倫
敦
塔
』
の
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
訳
（
弓
員
。
号
Ｐ
Ｃ
目
。
口
。
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
が
、
一
九
二
○
年
ご
ろ
東
北
大
在
任
中
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
を
学
習
、
一
九
二
二
年
東
大
に
医
学
者
の
｝
一
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
組
織
屏
百
宮
豆
骨
固
目
。
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
会
）
を
結
成
し
、
日

本
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
医
家
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
・
世
界
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
医
家
協
会
（
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ａ
）
・
国
際
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
チ
ス
ト
科
学
者
協
会
（
Ｉ
Ｓ

二
九
）

Ａ
Ｅ
）
各
会
長
、
日
本
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
学
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
）
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
八
木
日
出
雄
先
生
（
一
八
九
九
’
一
九
六
四
）
は
、

（
二
○
、
こ
こ

Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ａ
・
世
界
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
協
会
（
Ｕ
Ｅ
Ａ
）
各
会
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
江
上
不
二
夫
先
生
（
一
九
一
○
’
八
二
）
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
会
長

（
一
一
一
一
）

な
ど
を
つ
と
め
た
。
山
添
三
郎
先
生
（
群
馬
大
学
）
は
、
現
在
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
会
長
で
あ
り
、
ま
た
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の
機
関
誌
巨
の
ｇ
ｏ
冒
斡
冒
房
昌
騨
ｎ
国

（
一
一
三
一
）

詞
働
く
目
。
（
医
学
国
際
雑
誌
）
の
編
集
長
で
あ
る
。
な
お
、
最
近
発
表
し
た
拙
稿
で
も
、
一
九
八
七
年
に
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
オ

ラ
ン
ダ
の
研
究
者
の
原
著
論
文
を
引
用
し
た
。

ひ
ろ
あ
き

緒
方
富
雄
先
生
に
つ
い
て
は
、
六
月
十
七
日
に
御
長
男
の
緒
方
洪
章
氏
（
画
家
）
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
「
父
と
の
会
話
で
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン

ト
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
記
憶
は
な
い
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
中
年
以
降
は
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
を
離
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
は
文
法
が
平
易
で
あ
る
の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
単
語
の
習
得
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
単
語
の
六
割

ほ
ど
は
ラ
テ
ン
語
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
な
の
で
、
医
師
の
エ
ス
・
ヘ
ラ
ン
チ
ス
ト
が
比
較
的
多
い
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
語
彙
の
な
じ
ぷ
や
す
さ

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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文
献
（
一
）
日
本
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
運
動
卵
周
年
記
念
行
事
委
員
会
編
「
日
本
に
お
け
る
｝
一
ス
・
ヘ
ラ
ン
ト
医
学
文
献
目
録
』
（
以
下

日
本
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
学
会
、
東
京
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
年
）
。

（
己
緒
方
知
三
郎
・
三
田
村
篇
志
郎
・
緒
方
富
雄
『
病
理
學
總
論
』
中
の
巻
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
年
）

東
京
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
年
）
、
所
収
「
覆
刻
版
に
そ
え
て
」
九
’
一
○
、
一
三
頁
。

（
一
己
『
目
録
』
四
五
頁
。

（
ｇ
『
髻
事
新
聞
』
一
二
二
七
号
、
巻
末
の
広
告
の
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

（
吾
『
筈
事
新
聞
』
一
二
二
八
号
、
奥
付
の
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

（
一
〈
）
『
目
録
』
四
三
’
四
四
頁
。

（
ち
緒
方
知
三
郎
・
三
田
村
篤
志
郎
『
病
理
學
總
論
』
上
の
巻
、
一
頁
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
年
）
。

（
◇
同
、
四
七
頁
。

兎
）
緒
方
知
三
郎
・
三
田
村
篤
志
郎
・
緒
方
富
雄
一
病
理
學
總
論
』
下
の
巻
、
五
六
六
頁
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
三
一

（
一
ｓ
同
、
五
六
七
頁
。

（
二
）
同
、
九
六
八
頁
。

（
三
）
『
目
録
』
四
五
頁
。

（
三
）
一
薔
事
新
聞
』
一
二
二
七
号
、
一
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

（
一
己
『
雷
事
新
聞
』
一
二
二
七
号
、
一
四
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

（
三
）
『
薔
事
新
聞
』
一
二
二
八
号
、
七
三
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

（
実
）
初
芝
武
美
（
日
本
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
学
会
常
務
理
事
・
蘭
学
資
料
研
究
会
会
員
）
教
示
、
一
九
八
九
年
六
月
十
七
日
。

（
毛
）
田
中
貞
美
・
峰
芳
隆
・
宮
本
正
男
編
『
日
本
一
一
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
小
事
典
』
（
以
下
『
小
事
典
』
一
と
略
す
）
一

（
一
〈
） こ

の
紹
介
文
の
要
旨
は
、
一
九
八
九
年
六
月
十
七
日
、
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
の
緒
方
富
雄
先
生
追
悼
例
会
に
お
い
て
発
言
し
た

『
目
録
』
四
五
頁
。

一
薔
事
新
聞
』
一
二
二
七
号
、
一
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

『
雷
事
新
聞
』
一
二
二
七
号
、
一
四
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

『
薔
事
新
聞
』
一
二
二
八
号
、
七
三
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）
。

初
芝
武
美
（
日
本
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
学
会
常
務
理
事
・
蘭
学
資
料
研
究
会
会
員
）
教
示
、
一
九
八
九
年
六
月
十
七
日
。

田
中
貞
美
・
峰
芳
隆
・
宮
本
正
男
編
『
日
本
一
一
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
運
動
人
名
小
事
典
』
（
以
下
『
小
事
典
』
一
と
略
す
）
二
七
頁
、
日
本
エ
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト

図
書
刊
行
会
、
大
阪
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

ｚ
尉
宮
〉
い
〕
ｚ
冒
〆
〔
）
号
Ｒ
少
巨
ｐ
８
Ｂ
５
斥
昌
爵
さ
ぎ
四
○
号
旨
冒
冒
○
も
○
門
置
涛
＆
．
旨
や
脚
①
丘
○
国
○
・
》
⑦
巨
昌
冒
潤
屏
胃
圖
員
○
‐
曾
昌
①
８
》

下
の
巻
、
五
六
六
頁
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
年
）
。

『
目
録
』
と
略
す
）
二
六
頁
、

の
覆
刻
版
、
緒
方
知
三
郎
、
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（
注
）
文
法
的
に
は
、
藍
旦
が
正
し
い
。

（
一
九
）

（
二
つ
）

（
一
二
）

（
’
一
二
）

（
二
三
）

『
小
事
典
』
二
二
頁

戸
田
情
「
喫
煙
問
題
の
歴
史
的
考
察
」
『
科
学
史
研
究
』
第
Ⅱ
期
第
二
七
巻
、
一
六
七
号
、
一
三
八
’
一
五
一
頁
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）
。

『
小
事
典
』
八
二
頁
。

『
小
事
典
』
一
○
七
頁
。

桑
原
利
秀
・
林
稲
苗
編

戸
目
色
の
ご
画
匙
邑
》
胃
④
①
吟

『
三
高
｝
一
ス
。
ヘ
ラ
ン
ト
会
小
史
』
二
一
７
１
三
七
頁
、
発
行
者
林
稲
苗
、
愛
知
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）
。

（
東
京
都
目
黒
区
）

（38） 152


